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平成23年度川崎区区民会議第４回環境部会 

日 時：平成 23 年 12 月 5 日（月）18 時 30 分～20 時 30 分 

場 所：川崎区役所７階第１会議室 

 

出席者（敬称略） 

（１）委員 ３人 

 木島千栄、藤岡玲子、鷲頭多加志 

 

１ 開会 

事務局 ＜会議の成立、会議開催の事前公表、会議録の開示、傍聴の遵守事項、会議の記録、広

報としての写真撮影を説明、出席者の紹介＞ 

 
１ 議題 

（１） 川崎区「区の花」「区の木」を活用した取り組みについて 

 

(木島部会長） 

それでは、川崎区の区の花、区の木の選定の報告をお願いします。 

 

（金子課長） 

〔「区の花」「区の木」選考委員会報告〕 

 

（木島部会長） 

アンケートがどれだけ集まるか不安でした。たくさん集まり良かったです。藤岡委員、鷲

頭委員の方で補足をお願いします。 

 

（藤岡委員） 

アンケートについては、いろいろな年代から集まりました。900 くらいは 10 代の人からの

アンケートでした。逆に 20 代、30 代は若干少なかったが、５０代、６０代が多かったようで、

年代の偏りはなかったようです。 

あと季節、色、育てる場所という視点から花を２つ選ぼうということが検討されました。 

区の木については、区内にイチョウの木がたくさんあるので、大切にしよう、長十郎梨に

ついても区の特徴なので大事にしようと検討されました。 

選定委員会では、決めただけでなく今後の取組が必要だという意見が出されました。 

 

（鷲頭委員） 

１つを選ぶという意見もあったのだが、季節や花言葉ということもあることから２つ選ぼ

うということになりました。区の木については、藤岡委員の報告のとおりです。 
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（木島部会長） 

それでは、「区の花」「区の木」の活用であるが、２つ選ぶということがあるが、とりあ

えずひまわり、イチョウを頭に置いていただいて、活用方法を検討したいと思います。みな

さん、何かありますか。 

 

（藤岡委員） 

区の花、木のポスター、標語ようなものを区民から応募してもらったらどうかという意見

がありました。あと、名称であるが、ひまわりは、ひまわり、ビオラはビオラ、長十郎梨は

解説が必要、イチョウは、「銀杏」と示した方が良いという意見がありました。特に子ども

たちは、銀杏（ぎんなん）の臭いのを知らないのではないかという意見がありました。 

季節が違うというのを活かして、それぞれ季節ごとにポスター、標語ようなものを募集し

たらどうかという意見が出されました。 

 

（鷲頭委員） 

選考委員会で話し合ったことは、藤岡委員の話されたことであるが、環境意識の向上を考

えると４月にやるイベントをどんなふうな形で開催しますか。たとえばひまわりが選考され

た場合、有名な歌手などを出演してもらい、相当の人を集めて PR した方が良いと思います。 

 

（木島部会長） 

川崎市以外の取組をしているところがあるので、その事例を資料で示してあります。事務

局説明をお願いします。 

 

（金子課長） 

〔他区、他都市事例説明〕 

 

（木島部会長） 

キャラクターは、ちょっとかわいらしくする必要がありますね。 

 

（藤岡委員） 

４種類あると難しいですね。資料のつばきくん、つばきちゃんは、モノクロなので良くわ

からないが、モノクロで印刷してもよくわかるようにしたいと思います。 

 

（木島部会長） 

キャラクターが決まれば、リサイクルなどで使うなど、いろいろなところで使えると思い

ます。 
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（鷲頭委員） 

キャラクターを子どもたちに描いてもらったらどうか。それを少し修正すれば良いと思い

ます。キャラクターで怖いのは、ダサくなってしまうと大変なんですね。 

 

（金子課長） 

同じひまわりでも、尾張と座間では全然違いますね。デザイナーによって雰囲気がかなり

かわります。 

 

（木島部会長） 

区の木はいかがですか。 

 

（鷲頭委員） 

デザインとしては、中原区、宮前区のセンスが良いと思います。 

 

（藤岡委員） 

４つあると、どういう風に描くかが難しいですね。 

 

（木島部会長） 

最終的には、区の花、区の木は、２つずつということですか。 

 

（藤岡委員） 

選考委員会の提案では、そのようになっています。 

 

（上野副区長） 

活用方法について、まだ議論する時間があると思います。今日は、ある意味フリートーキ

ングということなので、次回までには正式に決まると思いますので、次回にデザインと活用

方法について意見をいただくことでよろしいのではないかと思います。 

 

（金子課長） 

デザインは進めてしまうと思います。本日、方向性をいただいたので、それを踏まえて進

めてしまうと思います。 

 

（上野副区長） 

何パターンか出してみなさんのご意見をいただいた方が良いと思います。 

 

（金子課長） 

校正作業の中でお見せできるかと思いますが。 
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（上野副区長） 

次回の部会でお見せできるか、個別にお見せするかはスケジュールによるが、何らかの形

でお見せしたいと思います。活用方法については、次回に検討したただければと思います。 

 

２ 環境意識向上への取り組みについて 

（金子課長） 

〔資料説明〕 

 

（木島部会長） 

これまでいろいろな提案がでているかと思う。これまで５つくらい出ているが、他に付け

加えるものはありますか。 

 

（藤岡委員） 

参加者数が増えているが、さらに働きかけを行うということで、私たちがさらなる呼びか

けをする必要があると思います。あと、いよいよ区の花、区の木が決まるわけですが、それ

と環境意識ポスターをうまく結びつきをしていきたいですね。花と木で環境意識を高めると

言った一般の人も参加できるような機会が必要だと思います。 

 

（鷲頭委員） 

ポスターコンクールについては、これで良いと思います。何年もやって定着するものなの

で、継続してやっていけば良いと思う。その活用方法であるが、パトカーに付けるとか、バ

スに付けるとか、そういう目に留まるような工夫が必要だと思います。あと、一般公募が必

要だと思います。絵や写真などでも良いと思います。それをどうやって多くの人に知っても

らうかが問題となると思いますが。 

 

（木島部会長） 

一般の参加も呼びかけようということですが、これまでは小学生への公募ということで動

いているのですが、区の花、区の木も制定されたとあれば、それを含めて描いてもらうこと

も良いと思いますが、鷲頭委員は、そのまま継続していけば良いということですか。 

 

(鷲頭委員） 

そうです。コンクールは、継続していけば良いと思います。活用方法を工夫する必要があ

ると思います。 
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（木島部会長） 

活用方法は、何か考えられますか。今年は 104 点も応募があったんでんすね。それをもっ

と活かす方法はありますかね。 

 

（鷲頭委員） 

マグネット化するとか、シールにするとか、どこでも見られるような形にしたい。ポスタ

ーがそこらじゅうにあるよということがあれば、子どもたちも参加意欲があると思う。 

 

（木島部会長） 

毎年変わるということですよね。 

 

（鷲頭委員） 

毎年変わるべきだと思います。 

 

（藤岡委員） 

毎年変わるとなると、予算化が必要なので、それによる環境意識向上の効果がみえるよう

に説明しないと、予算化できないと思います。そうするとホームページでダウンロードでき

るようにするとか。 

 

（鷲頭委員） 

ホームページだと、見る人が限られて今います。もっと多くの人が目にふれるようなしか

けが必要ですね。 

 

（金子課長） 

ポスターコンクールと区の花、区の木が混同しているような気がしますが。 

 

（藤岡委員） 

区の花、区の木も合わせて環境意識向上につなげたいということです。このため、標語や

写真も良いのではないかということです。お父さん、お母さんも応募してくださいというこ

とで。 

 

（鷲頭委員） 

ポスターを応募した子どもの親は、必ず応募すると思います。 
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（上野副区長） 

ポスターといっても、今回応募されたものは、文字があったりなかったりでした。これを

どうするか。今後、お願いするときに絵だけにするか絵と文字にするかを決めてあげた方が

良いと思います。 

 

（藤岡委員） 

今回表彰式を開催できたのは、本当によかったと思います。ただし、お客さんが少なかっ

たのが良くなかった。もう少しお客さんが集まる工夫が必要だと思います。 

 

（金子課長） 

年間スケジュールで決めるとか、先に表彰式もお知らせしておく必要があるかもしれませ

んね。今回は、会場の都合などで難しかったのですが。 

 

３ その他 

（金子課長） 

〔区民会議フォーラムチラシの説明及び参加者呼びかけの依頼〕 

 

（金子課長） 

次回の部会の日程を決めていただけますか。 

 

（木島部会長） 

本日は、出席者が少ないので、複数候補日を設けます。１月１１日（水）、１２日（木）、

１３日（金）のいずれかにしたいと思います。 

 

以上 


